
可
脱
小
蔵
倉
十
六

可
観
小
説
巻
十
六

て
有
徳
公
御
近
習
へ
御
世
u
出
の
僚
L
K

事
保
三
年
六
月
賞
上
桜
、御
近
習
向
の
裁
中
へ
御
官
出
の
僚

h
k

如
左
。

て
人
間
均
分
限
相
胞
に
利
略
候
儀
は
勿
論
陀
候
。
あ
た
ま
数
に
合
候

へ
ば
能
〈
侠
と
符
じ
、
か
け
走
り
不
自
由
成
も
の
又
は
年
陀
も
た
ら

ざ
る
も
の
‘
或
は

m
E持
候
と
も
ふ
が
ん
じ
よ
う
成
は
.
不
利
抱
も

同
似
た
る
べ
き
都。

一
浪
花
遊
柴
又
は
他
行
竪
く
可
相
恨
事
。

て
中
間
の
出
合
は
.
一
+
生
給
候
料
迎
に
て
皮
L
R

会
合
可
致
供
。
山
ん

武
士
の
作
法
主
不
乱
綴
に
て
可
相
心
得
一品。

一

衣

服

家

作
等
の
儀
、
少
も
見
分
に
か
h

は
り
取
繕
巾
開
放
事
。

但
衣
川
肌
・
家
作
或
は
料
迎
枕
守
秘
く
仕
儀
能
く
と
存
候
て
も
、
世
間

並
の
瓜
叫
闘
に
移
候
事
も
有
之
候
。
般
人
の
そ
し
り
に
は
か
誌
は
り

巾
開
放
候
。
人
馬
制
限
K
不
抱
、
安
子
並
厄
介
入
取
み
だ
し
・
見

苦
敷
慈
さ
せ
候
ほ
ど
成
耽
は
有
之
間
放
事
。

一
、
妻
を
持
候
も
の
並
娘
主
叫
腕
付
候
も
の
、
世
間
殊
の
外
結
構
に
候

廿
、食
々
被
ν

冊同
国間
同召
一候
。
加
利
稀
世
間
並
K
致
さ
で
は
先
制
問
酬
耐
が
は
宇

得
迷
に
候
事
。

卒
保
三
成
年
六
月

て

松
雲
公
時
代
の
格
式

平
保
三
年
八
月
従
公
悦
浪
人
制
同
地
御
改
の
俄
陀
付、

松
平
大
和
守

殿
.
間
帯
御
大
目
附
余
の
内
へ
承
合
候
所
、
御
胞
に
は
及
不
巾
供
。

然
共
柏町
岡
佐
渡
守
鮫
迄
‘
左
様
の
ロ
同
然
之
段
御
届
有
之
候
は
ど
、
山川

以
て
被
入
御
念
儀
の
山
に
付
、
外
の
間
番
共
も
御
脂
可
仕
旨
巾
候

間
・
と
な
た
よ
り
も
御
届
可
申
入
獄
の
段
、
間
評
判
同
念
伺
候
陀
付
被

仰
向
候
は
、
E
左
た
の
御
家
主
ど
に
、
左
獄
の
者
可
有
之
の
限
陀
て

無
之
候
。
共
北
ハ
陀
御
厨
有
之
様
に
と
御
役
人
衆
よ
り
御
指
聞
候
は

い局、

北ハ
上
K
何
角
と
申
者
不
{
具
除
。
此
依
御
届
K
は
不
及
候
。
悲
叉

御
届
も
有
之
候
得
ば
、
被
入
御
念
印
刷
の
自
に
候
問
、
小
山
河
の
御
方
は

い
か
に
も
御
届
裕
之
可
然
俄
に
候
。
と
左
た
な
ど
は
抑
左
べ
御
鰯
の

悦
故
、
矯
御
知
有
之
迄
の
事
K
候
間
.
此
俄
御
胞
に
不
及
と
申
越
陀

任
せ
巾
容
に
候
。
若
し
叉
此
慌
に
限
り
厳
・
野
寸
隙
・陸
奥
守
政
・
越
後

守
殴
伊
抽
出
守
殿
友
ど
よ
り
も
御
厨
有
之
候
は

r
・

叉
共
趣
陀

任
せ

ら
れ
、
御
厨
可
有
之
儀
に
候
。
此
御
並
も
と
く
と
不
承
A
円
候
段
間
番

不
念
に
候
。
時
治
三
年
御
即
応
付
.
今
枝
民
部
金
岬
陣
へ
山
田
越
、
背
山

可
観
小

設
巻
十
六

8 

候
は
V

晶
、
約
束
致
削
敷
候
事
。

一
、
御
4

刊
に
龍
出
候
筒
、
街
近
く
候
と
も
仔
印
刷
た
く
し
て
歩
行
K
て

出
巾
川
敷
候
。

且
又
五
十
以
上
の
者
も
可
成
程
は
.
馬
上
K
て
可
相

動
候
事。

但
病
気
に
て
久
敷
馬
上
級
成
も
の
は
可
制
判
断
事
。

て
馬
・
鉛
は
申
陀
不
及
、
侍
仲
間
念
皮
可
召
迩
候
。
突
然
晴
候
時
、

長
柄
の
か
ら
か
さ
一
切
無
用
の
事
。

但
か
さ
の
俄
は
制
服
き
都
民
候
刑
判
共
.
か
桜
の
無
径
の
除
勢
が
ま
し

き
儀
陀
、
心
を
付
，me絞
に
と
の
御
都
民
候
。

一
.
外
桜
よ
り
由
民
向
の
者
共
に
針
し
、上
E
敬
候
て
.相
似
よ
り
絡
事

即位数
民
仕
都
民
候
。
手
前
よ
り
も
叉
先
制悼
の
人
鉢

E
見
は
か
ら
ひ
、

感
動
い
に
秘
儀
等
可
致
候
。
先
の
敬
に
乗
じ
大
併
に
い
た
し
侠
はいお

御
成
光
を
か
り
私
品川
仕
る
の
冗
た
る
べ
き
都
。

但
御
用
う
け
た
ま
は
る
町
人
杯
・
別
て
取
入
可
申
供
。
夫
に
取
合

私
用
主
緋
候
印
刷
、円
正
文
私
品川
の
元
K
W恥
じ
竪
〈
可
制
恨
事
。

一
、
知
行
被
下
候
も
の
、
百
姓
の
仕
也
疋
路
に
可
仕
印
刷
.専
心
懸
可
巾

候
。
家
内
無
益
の
儀
，
或
は
箸
が
ま
し
き
都
を
は
ぷ
き
候
所
の
心
付

は
う
す
く
、
物
成
納
所
非
遼
多
申
付
候
m
A
有
之
侠
は
ピ
、
大
宮
成
心

織
部
・九
里
党
右
術
門
得
御
用
相
勤
候
節
.
御
老
中

へ
の
御
鳴
に

前
々
之
格
を
以
て
片
御
名
宇
陀
相
樹
上
巾
候
。
共
節
御
腕
所
の
下
民

有
之
御
既
陀
被
成
御
座
.
奥
村
湖
兵
衛
が
持
参
仕
巾
候
陀
付
、
か
紘

k
t
は
有
之
間
放
俄
K
候
。
も
る
御
名
字
に
相
捌
可
然
山
被
仰
川
倣

底
、
御
家
柄
の
儀
に
御
座
供
仰
ば
、
共
仙
凶
片
御
名
宇
陀
被
逃
可ハ
日
皆
、

給
部
等
建
て
巾
上
候
得
共
、
す
は
如
何
様
に
て
も
今
程
は
時
比
あ
ひ

不
巾
俊
民
候
問
、
是
非
も
ろ
御
名
手
陀
制
巾
秘
陀
と
御
恕
に
て
‘

モ

れ
よ
り
今
以
て
共
通
り
に
罷
成
候
。
目
立
は
又
織
部
等
考
不
定
候
。
か

棋
に
さ
へ
巾
候
所
へ

、
今
は
又
格
別
の
俄
陀
候
。
藤
原
守
殴
・附
央

守
般
な
ど
に
て
は
、
家
柄
邸
主
政
成
不
巾
伐
線
に
仕
成
巾
併
に
館
。

御
老
中

へ
の
月
御
名
字
の
俄
な
ど
は
・
今
程
紘
も
凪
凡
え
巾
間
放
伐
。

前
一
内
桜
丸
・級
部
承
及
可
有
之
候
ゃ
。
御
十
二
援
に
て
疋
凶
杭
少

将
御
奔
任
.
共
翌
年
か
紅
葉
山
御
成
之
供
臨
時
御
勤
被
成
候
。
上
方
よ

り
会
候
御
装
束
は
.
常
の
過
に
て
有
之
候
を
、
微
妙
院
桜
御
出
品
被
成
.

か
秘
の
物
鈴
認
可
巾
俄
K
て
無
之
候
。
微
妙
院
校
紫
色
の
御
拠
束
.

念
宮
筋
芭
候
て
錦
召
候
桜
花
と
御

E
K
て
、
水
谷
金
右
術
門
副主
口中山

街
門
俄
K
直
候
て
御
活
用
被
遊
候
。
図
此
そ
れ
よ
り
審
判
柚
御
昇
進
以

前
も
、
無
御
述
内
山
染
色
被
矯
召
候
得
共
、
御
老
中
よ
り
御
不
容
も
絡

O 




